
いちごドリルプリント

人類の出現と文明プリン
ト 名前

問1 黄河や長江の流域で発展した古代の中国文明に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 山形県公立入試 類似）

1. 粘土板に楔形文字を刻み、天文学
や六十進法などの高度な技術が発達
した。

2. パピルスという紙に神聖文字（ヒ
エログリフ）が書かれ、太陽暦が用
いられた。

3. 亀の甲羅や動物の骨に文字を刻む
甲骨文字が使われ、現在の漢字の原
型となった。

4. 印章などに刻まれたインダス文字
が使用され、レンガ造りの計画的な
都市が築かれた。

問2 古代中国で成立した「殷」という国家に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. インダス川の流域におこり、計画
的な都市や排水施設をつくった。

2. チグリス川・ユーフラテス川の流
域におこり、太陰暦や六十進法を生
み出した。

3. 黄河流域におこり、亀の甲や牛の
骨に文字を刻んで記録を残した。

4. ナイル川の流域におこり、ピラミ
ッドや神殿を建設した。

問3 古代中国の黄河流域で栄えた文明について、出土した文字資料の特徴や背景を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年

長崎県公立入試 類似）

1. メソポタミアで生まれた楔形文字
が東方に伝わり、粘土板の代わりに
骨に刻まれるようになったものであ
る。

2. 周の時代に、青銅器の表面に文字
を鋳込む「金文」として始まり、後
に骨に刻まれるようになった。

3. 秦の始皇帝が文字の統一を行った
際に、動物の骨を再利用して新しい
文字体系を作ったものである。

4. 殷の都の跡から見つかった文字は
、現在の漢字の基となっており、主
に亀の甲羅などに刻まれていた。

問4 日本列島の旧石器時代における人々の生活環境や道具について述べた説明として、最も適切なものはどれか。 （2021年 和歌山県公立入試 類似）

1. ナウマンゾウなどの大型の動物を
追い、移動しながら生活していた。

2. 土器を使用して食物を煮るように
なり、定住生活が始まった。

3. 大陸から稲作の技術が伝わり、大
規模な環濠集落が形成された。

4. 表面を磨いて形を整えた磨製石器
を使い、木を加工して家を建てた。

問5 イスラム教が成立した7世紀末から8世紀初め頃、日本では奈良県に高松塚古墳が造られました。この古墳の石室壁画には、古代中国の思想に基
づき、方位を守る「四神（ししん）」と呼ばれる青龍・白虎・朱雀・玄武などの動物や、当時の人々の姿が描かれています。このような壁画の
内容から、当時の日本が最も強く影響を受けていたと考えられる文化の地域はどこですか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. ペルシャ 2. インド 3. ローマ 4. 中国

問6 紀元前16世紀ごろに中国の黄河流域で栄えた殷王朝では、亀の甲羅や動物の骨に鋭い道具で文字を刻み、政治の重要な事柄を決定していました
。現在の漢字の起源とされるこの文字を何といいますか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 金文 2. 楔形文字 3. 象形文字 4. 甲骨文字

問7 中国の河南省安陽市にある「殷墟（いんきょ）」と呼ばれる遺跡から大量に出土し、当時の王朝の存在を証明する決定打となった史料を、その
特徴に基づいて説明しているものはどれですか。 （2025年 大阪府公立入試 類似）

1. ピラミッドの内部に描かれており
、王の復活を願う呪文が記された資
料

2. パピルスと呼ばれる植物の茎から
作られた紙に、当時の法律を記した
資料

3. 竹を細長く割ったものに、官僚の
採用試験の内容を記録した資料

4. 亀の甲羅や動物の骨に刻まれてお
り、占いの内容が記録されている資
料

問8 古代エジプトでは、ナイル川の定期的な氾濫の時期を予測する必要から天文観測が発達しました。この文明で生み出された、1年を365日とする
暦と、王の記録や寺院の壁画などに刻まれた象形文字の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1.
太陽暦と神聖文字（ヒエログリフ）

2. 太陽暦と甲骨文字 3.
太陰暦と神聖文字（ヒエログリフ）

4. 太陰暦と楔形文字

問9 古代中国の秦の時代に整備された「万里の長城」に関連する記述として、歴史的な背景を正しく説明しているものはどれですか。 （2015年

佐賀県公立入試 類似）

1. 日本から派遣された遣隋使や遣唐
使が、最先端の都の造りを学ぶため
の手本となった。

2. 匈奴などの北方遊牧民族の侵入を
防ぐために、大規模な防衛線として
築かれた。

3. 農業生産を高めるために、黄河の
氾濫を抑える目的で建設された。

4. シルクロードを通じた西方との貿
易を独占するために、関所としての
み活用された。

問10 古代文明が大河の流域で発展した背景には、自然環境を管理するための社会的な仕組みが深く関わっています。その仕組みと国家の形成につい
て述べた文として正しいものはどれですか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 河川がもたらす水害を避けるため
、人々は山岳地帯に都市を築き、そ
こから耕作地へ通った

2. 治水や灌漑のために大規模な集団
をまとめる強力な指導者が現れ、国
家が形成された

3. どの流域でも石碑に共通の文字が
刻まれ、四大文明すべてを統治する
中央政府が存在した

4. 大河を利用した船による貿易が唯
一の産業となり、商人による合議制
の統治が行われた

問11 7世紀にアラビア半島のムハンマドが、唯一の神であるアッラーからの啓示を受けたとして開いた、神への絶対的な服従を説く宗教は何か、次の
中から選びなさい。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. イスラム教 2. 儒教 3. 仏教 4. キリスト教

問12 古代中国の文明が発展する過程で、思いやりの心（仁）と正しい行い（礼）を基本とした政治を説き、のちに日本や朝鮮半島などの東アジア諸
国の政治や教育に大きな影響を与えた人物は誰ですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. シャカ 2. 孔子 3. 卑弥呼 4. 始皇帝

問13 チグリス川・ユーフラテス川の流域で栄えたメソポタミア文明では、粘土板に葦（あし）の茎などを押し付けて、楔（くさび）のような独特な
形を組み合わせた文字が使われていました。この文字の名称として正しいものを選びなさい。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. アルファベット 2. 甲骨文字 3. 楔形文字 4. ヒエログリフ
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

亀の甲羅や動物の骨に文字を刻む甲骨文字が
使われ、現在の漢字の原型となった。

中国文明では、紀元前16世紀頃の殷（商）の時代に、占いの結果などを記録するために「甲骨
文字」が使用されました。これがのちに私たちが使用している漢字のルーツとなりました。他
の選択肢はそれぞれ、メソポタミア文明、エジプト文明、インダス文明の特徴を説明したもの
です。

問2 答え 3
黄河流域におこり、亀の甲や牛の骨に文字を
刻んで記録を残した。

殷は中国最古の王朝とされる国家で、黄河流域の肥沃な土地を背景に発展しました。占いに使
われた文字は、のちに周辺諸国の文化にも大きな影響を与えることになります。他の選択肢は
、それぞれエジプト文明、インダス文明、メソポタミア文明の特徴を説明したものです。

問3 答え 4
殷の都の跡から見つかった文字は、現在の漢
字の基となっており、主に亀の甲羅などに刻
まれていた。

中国最古の王朝とされる殷では、亀の甲羅や動物の骨に刻まれた甲骨文字が使用されていまし
た。これは物の形をかたどった象形文字から発展したもので、漢字の基となった重要な文字で
す。選択肢にある「楔形文字」はメソポタミア文明のものであり、「金文」は主に周の時代の
青銅器に記されたものを指すため、殷の時代の特徴としては甲骨文字が適切です。

問4 答え 1
ナウマンゾウなどの大型の動物を追い、移動
しながら生活していた。

旧石器時代は氷河時代とも重なり、日本列島が大陸と陸続きになる時期がありました。当時の
人々は打製石器を用い、食料となるナウマンゾウやヘラジカなどの大型動物を追って移動を繰
り返す生活を送っていました。土器の使用や定住生活が始まるのは、気候が温暖になった後の
縄文時代からです。

問5 答え 4
中国

高松塚古墳の壁画に描かれた四神の思想や人物の服装は、当時の唐（中国）の文化の影響を強
く反映したものです。この時期の日本は、遣唐使などを通じて大陸の高度な技術や思想、宗教
、政治制度を積極的に導入し、国家の形成を進めていました。

問6 答え 4
甲骨文字

殷王朝では、王が国家の重要な方針を決める際に、亀の甲羅や牛の骨を焼いてそのひび割れの
形を見ることで神の意志を問う「占い」を行っていました。その結果を記録するために刻まれ
た文字が甲骨文字であり、これがのちの漢字の原型となりました。動物の骨や亀の甲羅（甲）
を用いたことが名称の由来です。

問7 答え 4
亀の甲羅や動物の骨に刻まれており、占いの
内容が記録されている資料

殷墟は殷王朝後期の都の跡であり、ここから発見された甲骨によって、伝説上の存在に近かっ
た殷が実在したことが裏付けられました。甲骨には、農作物の豊凶、戦争の成否、天候、王の
健康状態などの占いの結果が刻まれており、当時の社会状況を詳しく知ることができる一級の
史料となっています。

問8 答え 1
太陽暦と神聖文字（ヒエログリフ）

ナイル川の氾濫はエジプトの農業に不可欠であり、その時期を正確に知るために太陽の動きを
基にした太陽暦が作られました。この暦は後にローマで採用され、現在の暦の基礎となりまし
た。また、ピラミッドや神殿の壁面に刻まれた文字は、象形文字の一種である神聖文字（ヒエ
ログリフ）と呼ばれます。選択肢にある太陰暦や楔形文字はメソポタミア文明、甲骨文字は中
国文明の特徴です。

問9 答え 2
匈奴などの北方遊牧民族の侵入を防ぐために
、大規模な防衛線として築かれた。

万里の長城は、秦の始皇帝が北方の遊牧民族である匈奴（きょうど）などの侵入を阻止するた
めに、それまで各国が築いていた壁を修復・連結して大規模な防衛システムとしたものです。
この巨大な建造物は、その後の王朝でも修復や拡大が繰り返され、中国の北方を守る重要な境
界線となりました。都のモデルとなったのは長安などの「都城」であり、万里の長城とは役割
が異なります。

問1
0

答え 2
治水や灌漑のために大規模な集団をまとめる
強力な指導者が現れ、国家が形成された

大河の氾濫を防ぐ（治水）ことや、農地に計画的に水を引く（灌漑）ためには、膨大な労働力
を組織し、管理する必要がありました。この指揮をとる者が王などの強力な指導者となり、税
の徴収や文字の使用、法律の整備などを通じて国家の仕組みを整えていきました。それぞれの
文明は独立して成立しており、世界を統一する中央政府は存在しません。

問1
1

答え 1
イスラム教

ムハンマドがメッカで開いたこの宗教は、唯一神アッラーを信仰し、その教えは聖典「コーラ
ン」にまとめられています。ムスリムと呼ばれる信者は、礼拝や断食など、生活全般において
神への服従を実践することを重んじます。

問1
2

答え 2
孔子

殷の時代からさらに時代が下ると、社会の混乱を収めるための思想が模索されるようになりま
した。孔子が説いた儒教の教えは、家族や国家の秩序を重視するものであり、日本においても
律令国家の形成期から江戸時代の学問に至るまで、長い期間にわたって道徳の規範とされまし
た。

問1
3

答え 3
楔形文字

メソポタミア文明では、川の流域で入手しやすかった粘土を板状にし、そこに植物の茎などを
押し当てることで記録を残しました。この時についた跡が「くさび」の形に見えることから、
楔形文字と呼ばれます。甲骨文字は中国文明、ヒエログリフはエジプト文明で使われた文字で
す。


